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令和５年度 下半期
財政事情の公表

歳 入歳 入
■■ 収入済額
77億3,862万円

（収入率 91.4％）

自
主
財
源

町 税 24 億    817 万円
24 億 4,022 万円 101.3%

繰 越 金 6 億 3,876 万円
6 億 3,876 万円 100.0%

諸 収 入 2 億   303 万円
1 億 6045 万円 79.0%

繰 入 金 0 円
0 円 −

その他の収入 1 億 8,841 万円
1 億 9,038 万円 101.0%

依
存
財
源

地方交付税 16 億 2,937 万円
16 億 2,806 万円 99.9%

国庫支出金 11 億 1,038 万円
9 億 6,589 万円 86.9%

町 債 5 億 1,689 万円
3,789 万円 7.3%

地方譲与税
・ 交 付 金

5 億 3,583 万円
5 億 8,065 万円 108.4%

県 支 出 金 5 億   778 万円
4 億 3,813 万円 86.3%

歳 出歳 出
■■支出済額
62億9,160万円

（支出率 81.3％）

民 生 費 26 億 7,305 万円
23 億 4,812 万円 87.8%87.8%

総 務 費 14 億 5,645 万円
9 億 3,048 万円 63.9%

教 育 費 8 億   191 万円
6 億 5,191 万円 81.3%

土 木 費 7 億   337 万円
6 億 2,352 万円 88.6%

公 債 費 6 億 9,841 万円
5 億 2,663 万円 75.4%

衛 生 費 6 億 3,011 万円
5 億 3,845 万円 85.5%

その他の支出 7 億 7,532 万円
6 億 7,249 万円 86.7%

令和5年4月1日〜令和6年3月31日

令和6年3月31日現在

（円未満四捨五入）

　町の財政事情は、毎年2回お知らせしています。今回お知らせするのは、令和6年3月31日現在の状況です。各会計の収入支出が
どのように進められたか、皆さんの税金の負担はどのくらいか、町債（町が借りているお金）がどれだけかなどについて紹介します。
なお、令和5年度の決算は、5月31日の出納整理期間満了後の収入済額及び支出済額となります。決算の公表は12月号の広報でお知
らせする予定です。
※出納整理期間とは…… 前会計年度末（3月31日）までに確定した債権債務について、所定の手続きが完了し、現金の未収未払の整

理を行うために設けられた期間（4月1日〜5月31日）

数字上段…

数字下段…
予算現額

収入済額

数字上段…

数字下段…
予算現額

支出済額

（収入率％）5 億 10 億 15 億 20 億 25 億 30 億

（収入率％）5 億 10 億 15 億 20 億 25 億 30 億

税目 調定額 納税義務者数 一人当り負担額
町民税（個人） 1,028,142,550 円 9,980 人 103,020 円
町民税（法人） 105,299,900 円 442 法人 238,235 円

固定資産税 1,146,382,600 円 7,392 人 155,084 円
軽自動車税種別割 54,026,300 円 4,971 人 10,868 円

税負担状況

予算総額：77億3,862万円一般会計
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目的別
区　分 未償還元金 構成比

一般単独事業 40 億 1,957 万円 40.8%
公共事業等 5 億 9,606 万円 6.1%

教育・福祉施設等整備事業 2 億 9,349 万円 3.0%
その他 34 億   288 万円 34.6%

一般会計　合計 83 億 1,200 万円 84.5%
上水道事業 1,200 万円 0.1%
下水道事業 15 億 1,762 万円 15.4%
合計 98 億 4,162 万円 100.0%

※未償還元金（残高）の対前年同期比較は、8,315万円の減となります。

会計名 予算現額 収入済額 支出済額
国民健康保険特別会計 19 億 3,511 万円 　19 億 5,031 万円 17 億 8,621 万円
後期高齢者医療特別会計 2 億 7,629 万円 2 億 6,042 万円 2 億 4,025 万円

合　　計 22 億 1,140 万円 22 億 1,073 万円 20 億 2,646 万円
 

収益的収入 執行済額 資本的収入 執行済額
営業収益 1 億 8,101 万円 負担金 600 万円

営業外収益 1,070 万円 加入金 617 万円
合　計 1 億 9,171 万円 合　計 1,217 万円

収益的支出 執行済額 資本的支出 執行済額
営業費用 1 億 5,224 万円 建設改良費 7,547 万円

営業外費用等 336 万円 企業債償還金 972 万円
合　計 1 億 5,560 万円 合　計 8,519 万円

収益的収入 執行済額 資本的収入 執行済額
営業収益 2 億 7,608 万円 企業債 960 万円

営業外収益 4 億 7,886 万円 他会計負担金 6,575 万円
合　計 7 億 5,494 万円 補助金 1,075 万円

負担金 765 万円
合　計 9,375 万円

収益的支出 執行済額 資本的支出 執行済額
営業費用 5 億 2,806 万円 建設改良費 3,287 万円

営業外費用等 5,964 万円 企業債償還金 3 億 4,431 万円
合　計 5 億 8,770 万円 合　計 3 億 7,718 万円

令和 6年3月31日現在町債の現在高

特別会計

上水道事業会計

下水道事業会計

町の財産
町債とは、学校や道路の建設など、一
度に多くのお金がかかるもののために、
町が国や金融機関から借り入れる長期
的な借金のことです。

特定の事業を行うために、特定の歳入・歳出を一般会計と区別して経理するための会計です。

上水道事業会計は、利用者からの料金などによって公共の利益を目的に経営する会計です。
水道料金や施設の維持管理費などの営業面からみた収支が「収益的収支」、水道施設の整備
のための費用とその財源など、所有財産からみた収支が「資本的収支」です。

下水道事業会計は、利用者からの料金などによって公共の利益を目的とする会計です。下水
道使用料や施設の維持管理費などの営業面からみた収支が「収益的収支」、下水道施設の整
備のための費用とその財源など、所有財産からみた収支が「資本的収支」です。

※基金現在高の対同年同期比較は、
　9億3,729万円の増となります。

土地�
303,159㎡

建物�
65,379㎡

基金�
49億434万円￥

※本巣消防署及び本巣消防署真正分署（土
地6,897㎡、建物2,080㎡）は本巣市
との共有となっています。
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